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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成２０年５月１６日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせい

たします。 

記 
１．連結業績予想の修正 
 
（１）２１年３月期第２四半期累計期間（平成２０年４月１日～平成２０年９月３１日）の業績予想数値の修正 

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ８，６４０ ５５０ ５２０ ２４５ ２０．１４

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ７，６８４ ２６５ ２２５ △８５ △６．９９

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △９５６ △２８５ △２９５ △３３０ －

増 減 率 △１１．１ △５１．８ △５６．７ － －

（ご参考）前期（平成２０年３月期中間）実績 ７，８８４ ４８０ ４５５ １８８ １５．５０

 
（２）２１年３月期通期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）の業績予想数値の修正 

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １８，４００ １，２６０ １，１９０ ５５０ ４５．２１

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １８，０５０ ７８０ ７１０ ２５０ ２０．５５

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △３５０ △４８０ △４８０ △３００ －

増 減 率 △１．９ △３８．１ △４０．３ △５４．５ －

（ご参考）前期（平成２０年３月期）実績 １７，２５０ ８３９ ７８１ ２７７ ２２．８０

 
２．個別業績予想の修正 
 
（１）２１年３月期第２四半期累計期間（平成２０年４月１日～平成２０年９月３１日）の業績予想数値の修正         

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ７，１００ ３８０ ４２０ ２０５ １６．８５

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ６，２５６ ２４５ ２７０ △２５ △２．０６

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △８４４ △１３５ △１５０ △２３０  －

増 減 率 △１１．９ △３５．５ △３５．７ － －

（ご参考）前期（平成２０年３月期中間）実績 ６，７８９ ３５７ ３８３ １９７ １６．２６

 
（１）２１年３月期通期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）の業績予想数値の修正                

（単位：百万円、％） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益（円）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １５，０００ ９３０ ９７０ ４６０ ３７．８１

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １４，０００ ５８５ ６３５ ２２０ １８．０９

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △１，０００ △３４５ △３３５ △２４０  －

増 減 率 △６．７ △３７．１ △３４．５ △５２．２ －

（ご参考）前期（平成２０年３月期）実績 １４，５９７ ５６６ ６１３ ２５９ ２１．３４



 
 
３．業績予想修正の理由 

（１）第２四半期累計期間 

  ① 個別 

    一気に後退局面に入ったわが国経済の動きを反映し広告需要も俄かに低調になりました。その影響が思いのほか

大きく、売上高が計画はもちろん前年実績までも下回りました。 

    また、利益面では、制作原価率の抑制等経費の節減に努めたものの、上記減収に加え、仕掛作品の評価減、株式

市場の下落等に伴う委託機関の運用成績の大幅低下による退職給付費用の負担増、役員退職慰労金の支払いや投資

有価証券評価損計上等と繰延税金資産の一部取崩に伴う税金費用の増加もあり、期初の業績予想を大きく下回る見

込みとなりました。 

  ② 連結 

    個別業績予想の修正に伴い、上記のとおり期初の業績予想を下回る見込みとなりました。 

（２）通期 

  ① 個別 

    今後のわが国経済は、これまで以上に厳しい状況が暫く続くものと思われます。広告需要もますます冷え込むこ

とが予想されます。また、株式市場の下落等から更に退職給付費用の負担や投資有価証券評価損計上を見込まざる

を得なく、売上高及び各利益とも、期初の業績予想を大きく下回る見込みとなりました。 

  ② 連結 

    本年１０月からグループ入りしました株式会社シースリーフィルムの下半期の業績貢献を見込みましても、個別

業績予想の落ち込みが大きく、上記のとおり期初の業績予想を下回る見込みとなりました。 

 

  なお、配当につきましては、平成２０年５月１６日公表のとおり、１株当たり年間２５円は前期と同額ですが、第２

四半期末日７円、期末日１８円とし、第２四半期末日と期末日のバランスの是正を予定しております。 

 

 （注） 上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 


